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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第85期
第２四半期
連結累計期間

第85期
第２四半期
連結会計期間

第84期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 24,327 12,742 56,112

経常利益 (百万円) 1,315 753 4,396

四半期(当期)純利益 (百万円) 474 31 2,665

純資産額 (百万円) ― 42,888 42,471

総資産額 (百万円) ― 59,225 61,407

１株当たり純資産額 (円) ― 1,543.18 1,529.31

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 17.33 1.15 97.88

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― 97.45

自己資本比率 (％) ― 71.3 68.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,820 ― 2,956

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △15 ― △1,107

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △811 ― △2,429

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 12,635 10,600

従業員数 (人) ― 1,684 1,682

(注)　１上記の金額及びこれ以降に記載しております売上高等には、特に記載のない場合、消費税等は含まれておりま

せん。

　　　 ２第85期の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ　ん。
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２ 【事業の内容】

当第2四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第2四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年9月30日現在

従業員数(人) 1,684

(注) 従業員数は、当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含む

就業人員数であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年9月30日現在

従業員数(人) 1,045

(注) 従業員数は、当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 金額(百万円)

医用電子装置部門 10,169

汎用分析装置部門 518

医用分析装置部門 2,050

合計 12,738

(注) １　金額は、販売価格によって表示しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

事業部門 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

医用電子装置部門 10,761 5,218

汎用分析装置部門 2,024 2,154

医用分析装置部門 1,529 1,633

合計 14,315 9,006

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 金額(百万円)

医用電子装置部門 9,809

汎用分析装置部門 1,019

医用分析装置部門 1,914

合計 12,742

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第2四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものである。

　

（1）業績の状況

当第2四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国サブプライムローン問題に端を発した世界的な金

融不安に加え、原材料価格の高止まりなど先行きは一段と不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは中期事業計画に基づき基本戦略を継続的に推し進めてまいりまし

た結果、当第2四半期連結会計期間の売上高は127億4千2百万円となりました。利益につきましては、コスト

ダウン、経費節減に努め、営業利益は8億7千2百万円、経常利益は7億5千3百万円となりました。四半期純利益

においては、当社保有の有価証券の時価が著しく下落したため、減損処理による投資有価証券評価損を538

百万円計上した結果、大幅に減少し、四半期純利益は3千1百万円となりました。

　

事業の部門別の業績は次のとおりであります。

　

医用電子装置部門

当部門の国内の状況は、第1四半期同様引続き医療費抑制政策の影響で、医師不足や自治体病院の経営悪

化、病院数の減少などの問題が顕在化してきております。超音波診断装置市場においても、病院における予

算縮小傾向が顕著であること等から、価格競争が激しくなってきております。

このような状況の中、超音波診断装置は、前年度下期に上市した新製品ProSound α7を中心にALOKAテク

ノロジーフェア2008（7月24日～26日六本木ヒルズにて開催）等の展示会及び講演会等でプロモーション

を展開した結果、ProSound αシリーズは堅調な伸びを示しました。また、新しい超音波造影剤への対応や、

付加価値の高い機能拡張に努め、コストダウン推進による価格競争力の強化を図りましたが、国内において

は依然として価格競争が激しく、振るいませんでした。

一方、海外においては、円高基調で推移しており、価格面での競合は一段と厳しい状況にあります。このよ

うな状況の中、中国向けの売上がProSound αシリーズを中心に大きく伸びました。

翌四半期からは、新製品ProSound α7が中国、ロシア、ブラジル等の新興国で販売可能となるため、積極的

な営業展開を行うこととしております。

　骨塩定量検査関連では、価格競争が激しい状況の中、新製品骨塩量測定装置DCS-600EXVの拡販により伸び

ております。

この結果、当部門の第2四半期連結会計期間における売上高は、98億9百万円となりました。

　

汎用分析装置部門

記録的な高騰をみせた原油価格も落ち着きを取り戻しつつある中、世界各国において原子力発電所の新

規立地計画が進められており、数年後には具体的に動き出すものとみられます。

一方、国内においては、景気の先行きに対する不安感や地震の復旧投資により、放射線管理設備への投資

が絞られております。

このような状況の中、主力製品である放射線測定装置、放射線(能）管理装置は、原子力産業向けの大口案

件が前年同期に比べ少なかったものの、病院、研究所向け放射線監視設備の需要は例年並みとなりました。

翌四半期以降には需要が回復するものと見込んでおります。

この結果、当部門の第2四半期連結会計期間における売上高は、10億1千9百万円となりました。

　

医用分析装置部門
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平成20年度の診療報酬改定の影響は、過去の改定時より少ないものの、当部門の主要顧客である医療機関

の検体検査部門、臨床検査センターでは、依然として厳しい経営環境下で検査の質を維持しながら収益改善

に向けた努力が続けられております。特定検診の導入など検体検査業界には明るい兆しはあるものの、短期

での影響は見込めないとの見方が大勢を占めております。

また、これら顧客に体外診断薬を供給する診断薬メーカーも外資系複合企業の伸張などにより各社が競

争と生き残りをかけた営業展開を行なっております。

このような状況の中、主力製品である検体前処理システム関連装置は、大型システムの一服感はあるもの

の、診断薬メーカーへのOEM分析装置の売上は国内外向けとも堅調に推移しました。

この結果、当部門の第2四半期連結会計期間における売上高は、19億1千4百万円となりました。

　

所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

日本地域

国内におきましては、医療機関を取り巻く環境は、医師不足や自治体病院の経営悪化など、引き続き厳し

い経営環境が続いております。また原子力関連事業を取り巻く環境は、景気の先行き感の不透明などにより

積極的な設備投資が控えられております。 

　このような状況のもとコストダウンに努め営業展開をした結果、骨塩量測定装置の新製品など一部の製品

は好評を得ましたが、全体では伸び悩みました。

　この結果、当地域の第2四半期連結会計期間における売上高は113億1千8百万円、営業利益は4億2千8百万円

となりました。

　

西ヨーロッパ地域

当地域につきましては、連結子会社であるALOKA HOLDING EUROPE AGを中心に拡販に努めてまいりまし

た。

　この結果、当地域の第2四半期連結会計期間における売上高は30億7千3百万円、営業利益は5千万円となり

ました。

　

東アジア地域

当地域は、連結子会社であるAloka International Trading(Shanghai) Co.,Ltd.を中心に拡販に努めて

まいりました。中国地域で主力となるProSound α10などの超音波診断装置の販売が増加しました。また、

Aloka TAIWAN Co.,Ltd.も順調に売上を伸ばしました。

　この結果、当地域の第2四半期連結会計期間における売上高は23億4千6百万円、営業利益は2億6千9百万円

となりました。

　

（2）財政状況の分析

当第2四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して21億8千2百万円減少し、592億2千5

百万円となりました。この主な要因は、受取手形及び売掛金が48億2千4百万円減少したこと等によるもので

あります。

また、負債の部は、前連結会計年度末と比較して25億9千9百万円減少し、163億3千6百万円となりました。

この主な要因は、支払手形及び買掛金が2億8千5百万円減少したほか、借入金の返済により5億3千8百万円減

少、未払法人税等7億5千4百万円の減少、賞与引当金3億8千9百万円の減少等によるものであります。

純資産の部は、前連結会計年度末と比較して4億1千6百万円増加し、428億8千8百万円となりました。
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（3）キャッシュフローの状況

当第2四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、21億9千2百万円増

加し、126億3千5百万円となりました。

当第2四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第2四半期連結会計期間において増加した資金は25億8千7百万円であり、これは主に仕入債務の減少に

伴う減少額11億2千4百万円等がありましたが、税金等調整前四半期純利益3億1千4百万円及び売掛金の減少

による増加額が22億9千7百万円あったこと等によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第2四半期連結会計期間において収入は5千2百万円であり、これは主に有形固定資産の取得6千9百万円

の支出及び有形固定資産の売却1億6千1百万円の収入があったこと等によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第2四半期連結会計期間において減少した資金は4億6千3百万円であり、これは主に長期借入金の返済2

億4千万円等の支出があったことによるものであります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第2四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

当第2四半期連結会計期間の研究開発費の総額は14億8千5百万円であります。

なお、当第2四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第2四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第2四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第2四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,760,000

計 47,760,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,350,40028,350,400
東京証券取引所
市場第一部

―

計 28,350,40028,350,400― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

    該当事項はありません。

　

　

(3) 【ライツプランの内容】

    該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年7月1日～
平成20年9月30日

― 28,350,400 ― 6,465 ― 5,766
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(5) 【大株主の状況】

   平成20年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日清紡績株式会社 東京都中央区日本橋人形町二丁目31番11号 41,200 14.53

THE SFP VALUE
REALIZATION MASTER FUND LTD.
(常任代理人　クレディ・スイス証券
株式会社)

PO BOX 309GT,UGLAND HOUSE,SOUTH CHURCH
STREET GEORGE TOWN, GRAND CAYMAN,
CAYMAN ISLAND,BRITISH WEST INDIES 
(東京都港区六本木一丁目6番1号　泉ガーデン
タワー)

36,092 12.73

株式会社日立メディコ 東京都千代田区外神田四丁目14番1号 35,000 12.34

日本無線株式会社 東京都三鷹市下連雀五丁目1番1号 20,000 7.05

新日本無線株式会社 東京都中央区日本橋横山町3番10号 18,000 6.34

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目8番11号 9,446 3.33

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口4G）

東京都中央区晴海一丁目8番11号 6,457 2.27

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番3号 5,718 2.01

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL
(常任代理人　ゴールドマン・サック
ス証券株式会社)

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB,U.K 
(東京都港区六本木六丁目10番1号　六本木ヒ
ルズ森タワー) 

5,091 1.79

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目1番5号 4,000 1.41

計 ― 181,004 63.85

(注) 1 　当社は自己株式を994,393株保有しておりますが、上記の大株主の状況からは除いております。

2 　バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社及びその共同保有者2名から平成20年9月16日付の大量

保有報告書（特例対象株券等）の変更報告書の写しの送付があり、平成20年9月8日現在でそれぞれ以下の株

式をを所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第2四半期会計期間末の実質所有株式数の確

認ができておりません。

なお、その変更報告書の内容は次のとおりであります。

氏名または名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

バークレイズ・グローバル・インベス
ターズ株式会社

東京都渋谷区広尾1丁目1番39号 7,282 2.57%

バークレイズ・グローバル・インベス
ターズ、エヌ・エイ
(Barclays Global Investors,N.A.)

米国　カリフォルニア州　サンフランシスコ市　
ハワード・ストリート400

4,902 1.73%

バークレイズ・グローバル・インベス
ターズ・リミテッド
(Barclays Global Investors Ltd)

英国　ロンドン市　ロイヤル・ミント・コート1 1,739 0.61%

合計 13,923 4.91%
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成20年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式
994,300

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
27,355,300

273,553 ―

単元未満株式
普通株式

800
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 28,350,400― ―

総株主の議決権 ― 273,553 ―

　

② 【自己株式等】

   平成20年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

アロカ株式会社
東京都三鷹市牟礼六丁目
22番1号

994,300 ― 994,300 3.5

計 ― 994,300 ― 994,300 3.5

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 1,3401,4551,5491,5111,4611,379

最低(円) 1,1661,2051,3851,3631,2581,005

(注)最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、当第2四半期連結会計期間(平成20年7月1日か

ら平成20年9月30日まで)及び当第2四半期連結累計期間(平成20年4月１日から平成20年9月30日まで)に係

る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,179 11,143

受取手形及び売掛金 15,103 19,927

有価証券 － 2

商品 22 23

製品 9,631 9,462

原材料 3,856 3,307

仕掛品 3,327 3,148

繰延税金資産 1,018 1,268

その他 1,082 840

貸倒引当金 △270 △307

流動資産合計 46,951 48,817

固定資産

有形固定資産 ※1
 9,645

※1
 9,884

無形固定資産

のれん 6 13

その他 236 202

無形固定資産合計 243 216

投資その他の資産

投資有価証券 1,186 1,378

繰延税金資産 352 481

その他 1,415 1,513

貸倒引当金 △570 △884

投資その他の資産合計 2,383 2,490

固定資産合計 12,273 12,590

資産合計 59,225 61,407
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,455 6,740

短期借入金 1,498 1,546

未払費用 1,079 1,095

未払法人税等 260 1,014

繰延税金負債 － 88

賞与引当金 771 1,161

役員賞与引当金 33 52

製品保証引当金 470 479

その他 2,705 3,387

流動負債合計 13,274 15,567

固定負債

長期借入金 1,984 2,474

繰延税金負債 105 －

退職給付引当金 559 511

役員退職慰労引当金 206 189

その他 207 193

固定負債合計 3,062 3,368

負債合計 16,336 18,936

純資産の部

株主資本

資本金 6,465 6,465

資本剰余金 6,095 7,639

利益剰余金 30,070 29,813

自己株式 △767 △2,311

株主資本合計 41,864 41,606

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 62 △142

為替換算調整勘定 288 371

評価・換算差額等合計 351 228

少数株主持分 673 636

純資産合計 42,888 42,471

負債純資産合計 59,225 61,407
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 24,327

売上原価 13,767

売上総利益 10,559

販売費及び一般管理費 ※1
 9,259

営業利益 1,300

営業外収益

受取利息 28

受取配当金 18

補助金収入 33

その他 42

営業外収益合計 122

営業外費用

支払利息 45

為替差損 18

寄付金 21

その他 22

営業外費用合計 107

経常利益 1,315

特別利益

固定資産売却益 115

貸倒引当金戻入額 43

その他 11

特別利益合計 170

特別損失

固定資産除却損 16

投資有価証券評価損 538

ゴルフ会員権評価損 2

その他 11

特別損失合計 568

税金等調整前四半期純利益 917

法人税、住民税及び事業税 129

法人税等調整額 257

法人税等合計 386

少数株主利益 56

四半期純利益 474
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 12,742

売上原価 7,077

売上総利益 5,665

販売費及び一般管理費 ※1
 4,792

営業利益 872

営業外収益

受取利息 25

受取配当金 0

その他 31

営業外収益合計 56

営業外費用

支払利息 24

為替差損 135

寄付金 2

その他 13

営業外費用合計 175

経常利益 753

特別利益

固定資産売却益 115

その他 11

特別利益合計 127

特別損失

固定資産除却損 16

投資有価証券評価損 538

その他 11

特別損失合計 565

税金等調整前四半期純利益 314

法人税、住民税及び事業税 125

法人税等調整額 109

法人税等合計 235

少数株主利益 48

四半期純利益 31
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 917

減価償却費 354

のれん償却額 6

貸倒引当金の増減額（△は減少） △29

賞与引当金の増減額（△は減少） △432

製品保証引当金の増減額（△は減少） △10

退職給付引当金の増減額（△は減少） 45

受取利息及び受取配当金 △46

支払利息 45

固定資産除売却損益（△は益） △99

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 537

ゴルフ会員権評価損 2

売上債権の増減額（△は増加） 4,653

たな卸資産の増減額（△は増加） △934

仕入債務の増減額（△は減少） △225

その他 △1,088

小計 3,695

利息及び配当金の受取額 48

利息の支払額 △46

法人税等の支払額 △876

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,820

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △132

有形固定資産の売却による収入 161

無形固定資産の取得による支出 △30

その他 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △15

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △54

長期借入金の返済による支出 △489

配当金の支払額 △218

少数株主への配当金の支払額 △48

財務活動によるキャッシュ・フロー △811

現金及び現金同等物に係る換算差額 42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,035

現金及び現金同等物の期首残高 10,600

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 12,635
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年7月1日　至　平成20年9月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年7月5日　企業会計基準第9号）を第1四

半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方

法）に変更しております。

　なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　

（2）連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18

年5月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行ってお

ります。

　なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

   当第２四半期連結累計期間(自　平成20年4月1日　至　平成20年9月30日)

      該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

   当第２四半期連結累計期間(自　平成20年4月1日　至　平成20年9月30日)

      該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末

(平成20年9月30日)
前連結会計年度末
(平成20年3月31日)

※1　有形固定資産の減価償却累計額  　　 9,215百万円※1　有形固定資産の減価償却累計額  　　 9,286百万円

　2　保証債務 　2　保証債務

保証先 金額 内容 保証先 金額 内容

   アロカ協力

   会協同組合
　　　14百万円 　金融機関借入金

   アロカ協力

   会協同組合
　　　20百万円 　金融機関借入金

   財団法人

   韓国医学

   研究会

   他

　　 177百万円

(WON 2,089百万)

　Aloka Korea
  Co.,Ltd.が債
　務保証してい
　る未払リース
　料及び金融機
　関借入金

   財団法人

   韓国医学

   研究会

   他

　　 278百万円

(WON 2,755百万)

  Aloka Korea
  Co.,Ltd.が債
  務保証してい
  る未払リース
  料及び金融機
  関借入金

      計 　　 192百万円

   医療法人

   博愛医療

   財団

   他

　　　 0百万円   Aloka Korea
  Co.,Ltd.が債
  務保証してい
  る金融機関借
  入金

    (WON 7百万) 

      計 　　 299百万円

 3　輸出手形割引高                 　　    214百万円  3　輸出手形割引高                   　　  269百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

　　　第2四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年4月1日 
   至　平成20年9月30日)

※1販売費及び一般管理費の主なもの

運賃荷造梱包費 644 百万円

広告宣伝費 438 百万円

従業員給与手当 2,823 百万円

賞与引当金繰入額 297 百万円

役員賞与引当金繰入額 33 百万円

退職給付費用 153 百万円

役員退職慰労引当金繰入額 33 百万円

旅費交通費 735 百万円

租税公課 72 百万円

減価償却費 177 百万円

賃借料 393 百万円

貸倒引当金繰入額 13 百万円

研究開発費 474 百万円

　

　　　第2四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年7月1日 
   至　平成20年9月30日)

※1販売費及び一般管理費の主なもの

運賃荷造梱包費 319 百万円

広告宣伝費 224 百万円

従業員給与手当 1,421 百万円

賞与引当金繰入額 132 百万円

役員賞与引当金繰入額 13 百万円

退職給付費用 82 百万円

役員退職慰労引当金繰入額 17 百万円

旅費交通費 390 百万円

租税公課 36 百万円

減価償却費 86 百万円

賃借料 201 百万円

貸倒引当金繰入額 12 百万円

研究開発費 233 百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年4月1日 
   至　平成20年9月30日)

※1 現金及び現金同等物の当第2四半期連結累計期間末

残高と当第2四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成20年9月30日現在）

現金及び預金 13,179百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △543百万円

現金及び現金同等物 12,635百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年9月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年4月1日　至　

平成20年9月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 28,350,400

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 994,393

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月27日
定時株主総会

普通株式 218 8.00平成20年3月31日 平成20年6月30日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

なるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月10日
取締役会

普通株式 218 8.00平成20年9月30日 平成20年12月2日 利益剰余金

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成20年4月10日付で、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却を実施いたしました。

　この結果、第1四半期連結会計期間において、資本剰余金が1,543百万円及び自己株式が1,543百万円減

少し、当第2四半期連結会計期末において、資本剰余金が6,095百万円及び自己株式が△767百万円と

なっております。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年7月1日　至　平成20年9月30日)及び当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年4月1日　至　平成20年9月30日)

当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場の類似性から判断して、同種・同系列の医用電

子装置を販売しておりますので、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

日本
(百万円)

西ヨーロッパ
　

(百万円)

東アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

8,096 3,073 1,573 12,743 ― 12,742

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

3,222 ― 772 3,995 (3,995) ―

計 11,318 3,073 2,346 16,738(3,995)12,742

営業利益 428 50 269 748 124 872

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　 　　(1) 西ヨーロッパ……ドイツ、スイス、フランス、スペイン、イタリア、オーストリア

　　　 　(2) 東アジア…………中国、韓国、台湾

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

日本
(百万円)

西ヨーロッパ
(百万円)

東アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

15,739 5,936 2,651 24,327 ― 24,327

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

5,324 ― 1,298 6,622 (6,622) ―

計 21,063 5,936 3,950 30,950(6,622)24,327

営業利益 727 178 353 1,259 40 1,300

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　　 　(1) 西ヨーロッパ……ドイツ、スイス、フランス、スペイン、イタリア、オーストリア

　　　　 (2) 東アジア…………中国、韓国、台湾
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

西ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 3,660 2,915 1,369 7,945

Ⅱ　連結売上高(百万円) 12,742

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

28.7 22.9 10.8 62.4

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２　各区分に属する主な国又は地域

　　 　　(1) 西ヨーロッパ……フランス、ドイツ

　　　 　(2) アジア……韓国、インド、中国

　　　 　(3) その他の地域……アメリカ

　　 　３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

西ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 6,986 4,908 2,570 14,465

Ⅱ　連結売上高(百万円) 24,327

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

28.7 20.2 10.6 59.5

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２　各区分に属する主な国又は地域

　　　 　(1) 西ヨーロッパ……フランス、ドイツ

　　　 　(2) アジア……韓国、インド、中国

　　　 　(3) その他の地域……アメリカ

 ３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

　1株当たり純資産額　　　　　　1,543円18銭 　1株当たり純資産額　　　 　　1,529円31銭

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

第２四半期連結会計期間末
（平成20年9月30日）

前連結会計年度末
（平成20年3月31日）

 純資産の部の合計額（百万円） 42,888 42,471

 純資産の部の合計額から控除する金額
（百万円）

673 636

 （うち少数株主持分） （673） （636）

 普通株式に係る四半期連結会計期間末 (連結
 会計年度末)の純資産額（百万円）

42,215 41,835

 1株当たり純資産額の算定に用いられた四半期
 連結会計期間末(連結会計年度末)の普通株式
 の数（株）

27,356,007 27,356,007

　

２　１株当たり四半期純利益

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

 1株当たり四半期純利益　　　　    17円33銭  1株当たり四半期純利益　　　      　1円15銭

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

 四半期純利益(百万円) 474 31

 普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

 普通株主に係る四半期純利益(百万円) 474 31

 普通株式の期中平均株式数(株) 27,356,007 27,356,007

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

第85期（平成20年4月1日から平成21年3月31日）中間配当については、平成20年11月10日開催の取締役会

において、平成20年9月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のと

おり中間配当を行うことを決議いたしました。

    （イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・218百万円

    （ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・8円00銭

    （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・平成20年12月2日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成20年11月5日

アロカ株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　本  多  潤  一　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　平　野　　　満　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

アロカ株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間（平成２０年７月１日から平成２０年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２０年４月

１日から平成２０年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期

連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連

結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アロカ株式会社及び連結子会社の平成２０年

９月３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　　   

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
※　 １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

 報告書提出会社)が別途保管している。

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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